
図書館だより

文芸コーナー

休館日…５日（木）・毎週月曜日
祝日開館日…29日（日）９時～17時

★児童コーナーへどうぞ
　八日市場図書館の奥に、児童向けの本
を集めた、ゆっくりと読書ができるコー
ナーがあります。一角には、大人も子ど
もも靴を脱いで絵本を楽しめる『おはな
しのへや』も。
　動物の足跡をたどって、児童コーナー
へおいでください。
★“特別なおはなし会”を開催します
　子どもの積極的な読書活動を推進する
ため、毎年４月23日が「子ども読書の日」
と定められています。
　これにちなんで、図書館では、特別な
おはなし会を開催します。大型絵本やパ
ネルシアターなどで、楽しく過ごしましょ
う。参加は無料です。
日時…４月21日（土）14時～14時45分
場所…八日市場公民館市民ギャラリー
対象…１人で静かに話を聞くことができる
４歳から小学校３年生くらいまでの児童
★４月のおはなし会
場所／日時…①八日市場図書館／毎週土
曜日（21日を除く）14時～　②のさか図書
館／28日（土）10時30分～　※時間はどち
らも30分程度で、参加無料です。
問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）
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さ
あ
、出
掛
け
よ
う！

頃
合
い
を
見
て
お
い
で
い
た
だ

き
ご
覧
く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

毎
年
４
月
第
１
日
曜
日
に
お

招
き
い
た
だ
く
中
央
地
区
米
倉

の
葦
茅
神
社
祭
礼
が
本
日
開
催

さ
れ
ま
す
。
春
の
訪
れ
と
農
繁

期
を
告
げ
、
五
穀
豊
穣
・
商
売

繁
盛
、
家
内
・
交
通
安
全
な
ど

を
祈
願
し
、
大
神
輿
が
お
は
や

し
と
共
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。
是
非
足
を
運
び
ご
声
援
く

だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
第
２
日
曜
日
は
野

栄
総
合
支
所
前
の
「
の
さ
か
花

の
広
場
」
で
、
第
22
回
そ
う
さ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
祭
り
の
式
典
が

行
わ
れ
ま
す
。
球
根
オ
ー
ナ
ー

の
方
々
の
ご
賛
同
と
地
元
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
様
や
野
栄
中
学

校
生
徒
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

年
々
盛
ん
に
な
っ
て
お
り
、
匝

瑳
市
の
春
の
風
物
詩
の
一
つ
で

あ
り
、
見
頃
は
式
典
日
前
後
で
、

４
月
中
旬
ま
で
続
く
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
観
賞
と
心
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
本
格
的
な
春
の
到
来

に
当
た
り
、
お
出
掛
け
の
ご
案

内
と
な
り
ま
し
た
が
、
奮
っ
て

ご
参
加
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

追
伸
で
す
が
、「
匝
り
の
里
」

で
八
社
参
り
の
〝
長
路
コ
ー

ス
〞
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
季
節
は
絶
好
の
散
歩
日
和

で
す
の
で
ト
ラ
イ
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

今
年
の
冬
は
東
北
・
北

海
道
の
北
国
で
は
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
、
関
東
の
寒
さ

も
厳
し
い
も
の
で
し
た
の

で
、
桜
の
開
花
時
期
が
気

に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
３

月
中
旬
に
は
気
温
が
上
が
り
、

全
国
で
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り

４
〜
５
日
早
く
宣
言
さ
れ
、
今

年
の
桜
の
見
頃
は
早
ま
り
そ
う

で
あ
り
、
入
学
式
の
代
名
詞
で

あ
る
「
校
門
の
満
開
な
桜
」
を

少
々
心
配
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
皆
さ
ん
も
好
き
な
花
木

が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、

私
は
市
役
所
庁
舎
と
八
日
市
場

ド
ー
ム
間
の
東
側
駐
車
場
の
満

開
に
な
っ
た
一
本
桜
の
姿
が
一

番
好
き
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
も

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規
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江
戸
時
代
中
ご
ろ
か
ら
こ
の
地

域
か
ら
も
遠
近
の
寺
社
な
ど
に
お

参
り
す
る
者
が
あ
り
、
そ
の
記
念

に
立
て
た
巡
拝
塔
・
巡
礼
塔
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

境
内
の
桜
が
き
れ
い
な
平
木

（
平
和
地
区
）・
観
音
寺
の
墓
地
の

入
り
口
に
、
高
さ
１
３
０
㎝
ほ
ど

の
西
国
供
養
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

正
面
に
「
西
國
供
養
塔
」
と
大

き
く
彫
ら
れ
、
側
面
や
基き

壇だ
ん

部ぶ

（
石
塔
の
下
部
）
に
は
細
か
い
文

字
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
西さ

い

国ご
く

と

は
、
近
畿
２
府
４
県
と
岐
阜
県
に

点
在
す
る
33
か
所
の
観
音
霊
場
の

こ
と
で
す
。
多
く
の
観
音
霊
場
の

中
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
と
さ

れ
ま
す
が
、
遠
く
に
あ
る
た
め
か

市
内
で
は
そ
の
巡
拝
塔
も
多
く
あ

り
ま
せ
ん
。

　

市
内
で
見
ら
れ
る
巡
拝
塔
は
、

山
形
県
の
出
羽
三
山
、
埼
玉
県
の

秩
父
観
音
霊
場
、
関
東
地
方
の

坂
東
三
十
三
観
音
、
日
光
（
栃
木

県
）、
善
光
寺
（
長
野
県
）
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
巡

拝
塔
も
あ
れ
ば
、
西
国
・
坂
東
・

秩
父
の
百
観
音
と
出
羽
三
山
を
一

つ
の
塔
に
ま
と
め
た
も
の
な
ど
も

見
ら
れ
ま
す
。

　

観
音
寺
境
内
の
塔
は
西
国
だ
け

を
ま
つ
り
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
文

字
か
ら
次
の
よ
う
な
こ
と
が
知
ら

れ
ま
す
。

　

造
立
は
１
８
３
５
（
天
保
６
）

年
で
、
巡
礼
し
た
人
の
三
回
忌
に

当
た
り
ま
す
。
観
音
寺
の
本
尊
は
、

長
谷
寺（
第
８
番
札
所
・
奈
良
県
）

を
模
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
巡

礼
に
出
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

遠
隔
地
を
お
参
り
し
た
人
の
供

養
の
た
め
、
基
壇
部
に
見
ら
れ
る

平
木
村
の
山
、
中
才
、
籾
内
な
ど

と
近
隣
の
荻
野
村
、
登
戸
村
の
石

毛
、
川
口
、
椎
名
、
増
田
姓
の
三

十
数
人
が
立
て
た
の
で
し
ょ
う
。

　

西
国
供
養
塔
は
も
う
１
基
、
東

小
笹
（
共
興
地
区
）・
慈
眼
寺
境

内
に
も
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
１
８
４
７
（
弘
化
４
）
年

に
東
小
笹
村
の
熱
田
、
江
波
戸
、

佐
藤
、
塚
本
姓
と
野
手
村
（
野
田

地
区
）
の
熱
田
姓
の
三
十
余
人
に

よ
り
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
姓
が
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

村
内
で
も
裕
福
な
農
民
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
農
民
た
ち
の
生
活

の
一
端
を
こ
れ
ら
の
石
造
物
か
ら

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
幸
い
に

し
て
地
域
の
寺
院
や
神
社
境
内
に

立
て
ら
れ
た
た
め
、
40
年
ほ
ど
前

に
調
べ
た
時
の
ま
ま
の
状
態
で
今

で
も
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・
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岬
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椎
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晴
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ゃ
が
芋
を
植
え
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農
夫
の
髪
白
し

じ
ゃ
が
芋
を
植
え
る
農
夫
の
髪
白
し  

八
日
市
場
ロ　

八
日
市
場
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髙
安
せ
い
子

髙
安
せ
い
子

白
酒
を
試
飲
の
人
と
話
し
込
む

白
酒
を
試
飲
の
人
と
話
し
込
む  

大　

浦

大　

浦  

江
波
戸

江
波
戸
廣廣
子子

好
物
の
初
の
蕗
味
噌
供
へ
け
り

好
物
の
初
の
蕗
味
噌
供
へ
け
り  
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田　
　
　

栢　

田　
　
　

伊
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定
子

伊
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定
子

数
の
子
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噛
む
音
か
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し
き
か

数
の
子
を
噛
む
音
か
く
も
悲
し
き
か  

栢　

田　
　
　

栢　

田　
　
　

櫻
井
富
美
雄

櫻
井
富
美
雄

手
を
つ
な
ぐ
足
元
照
ら
す
花
篝
り

手
を
つ
な
ぐ
足
元
照
ら
す
花
篝
り  

今　

泉　
　
　

今　

泉　
　
　

須
貝　

玉
枝

須
貝　

玉
枝

耐
寒
の
マ
ラ
ソ
ン
走
る
子
供
た
ち

耐
寒
の
マ
ラ
ソ
ン
走
る
子
供
た
ち  

堀　

川　
　
　

堀　

川　
　
　

勝
又　

康
之

勝
又　

康
之

駅
伝
の
孫
見
て
爺
も
走
り
出
し

駅
伝
の
孫
見
て
爺
も
走
り
出
し  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

林　

サ
ダ
子

林　

サ
ダ
子

は
つ
ら
つ
と
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
卒
寿
過
ぎ

は
つ
ら
つ
と
シ
ル
バ
ー
カ
ー
で
卒
寿
過
ぎ  

横
須
賀

横
須
賀  

鈴
木　

春
子

鈴
木　

春
子

シ
ニ
ア
向
け
婚
活
す
る
も
詐
欺
に
遇
う

シ
ニ
ア
向
け
婚
活
す
る
も
詐
欺
に
遇
う  

東
小
笹　
　
　

東
小
笹　
　
　

江
波
戸
京
子

江
波
戸
京
子

女
子
高
生
く
つ
下
い
ら
ず
白
い
足

女
子
高
生
く
つ
下
い
ら
ず
白
い
足  

木　

積　
　
　

木　

積　
　
　

佐
久
間
美
智
子

佐
久
間
美
智
子

溌
剌
と
ラ
ジ
オ
体
操
地
域
の
輪

溌
剌
と
ラ
ジ
オ
体
操
地
域
の
輪  

八
日
市
場
ホ　

八
日
市
場
ホ　

大
木
波
津
恵

大
木
波
津
恵

登
校
す
る
子
等
に
挨
拶
み
な
元
気

登
校
す
る
子
等
に
挨
拶
み
な
元
気  

八
日
市
場
イ　

八
日
市
場
イ　

常
世
田
や
す
子

常
世
田
や
す
子

好
き
に
な
り
イ
イ
ヨ
と
笑
う
四
月
馬
鹿

好
き
に
な
り
イ
イ
ヨ
と
笑
う
四
月
馬
鹿  

飯　

高　
　
　

飯　

高　
　
　

松
野　

敏
昭

松
野　

敏
昭

ピ
ン
コ
ロ
の
た
め
な
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
も

ピ
ン
コ
ロ
の
た
め
な
ら
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
で
も  

栢　

田

栢　

田  

石
田　
　

津

石
田　
　

津
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